
河北新報旗争奪第４７回宮城県スポーツ少年団軟式野球交流大会(ジャンボ大会)要項 

 

１ 趣  旨   宮城県スポーツ少年団に登録した団員の健全育成を目的とし、日頃の練習成果を

発表する機会を設け、野球競技をとおして単位団及び団員相互の交流を図り、望まし

い人間性を養う。 

２ 主  催  公益財団法人宮城県スポーツ協会宮城県スポーツ少年団 

３ 共  催  （株）河北新報社・宮城県野球連盟 

４ 主  管  宮城県スポーツ少年団野球協議会 

５ 協  力  ＪＡグループ宮城・株式会社パールライス宮城  

６ 大会協力  楽天野球団 

７ 協  賛  協賛各社 

８ 大会日程  開 会 式   令和７年４月２９日（祝火） １３時より 

                会場：楽天モバイルパーク宮城 

         第１日目   令和７年５月 ３日（土） ：予備日 ５月 ４日（日）   

第２日目   令和７年５月 ５日（祝月) ：予備日 ５月 ６日（祝火） 

         第３日目   令和７年５月２５日（日)   ：予備日 ５月３１日（土） 

第４日目   令和７年６月 １日（日）  ：予備日 ６月 ７日（土） 

第５日目   令和７年６月 ８日（日）  ：予備日 ６月１４日（土） 

         準々決勝   令和７年６月１５日（日)   ：予備日 ６月２１日（土） 

準決勝・決勝 令和７年６月２２日（日）  ：予備日 ６月２９日（日） 

９ 会  場  楽天モバイルパーク宮城他・市・町球場及びグラウンド 

１０ 参 加 団  １７４団 

１１ 抽 選 会  令和７年４月５日(土) １３時より  

セントラルスポーツ宮城 G21 プール会議室１・２ 

※本協議会役員・理事による代理抽選 

１２ 参 加 料  ８,０００円 

１３ 大会規程  全日本軟式野球連盟公認野球規則及び宮城県スポーツ少年団野球協議会大会運営規

程により行う。 

１４ 審  判  宮城県野球連盟審判部並びに参加団からの派遣審判〔帯同審判員〕が行います。 

〔１〕第１試合の帯同審判員は、試合会場担当団より２名〔１,３塁塁審〕２塁審判は宮

城県野球連盟派遣審判員、第２試合以降の帯同審判員は当該試合の前の勝利チーム

２名〔１,３塁塁審〕負けチームより１名〔２塁塁審〕。球審は県連派遣審判員とな

りますので派遣をお願いします。 

〔２〕帯同審判員の服装は、本協議会規程小学生の部７－〔２〕よる 

〔３〕帯同審判員の派遣をできなかったり、服装に違反した場合は、次の試合は負けと

なります。※準決勝・決勝は宮城県野球連盟審判部が行います。 

１５ 表  彰 〔１〕優勝団には優勝旗(持ち回り)と賞状と優勝杯〔持ち回り〕と優勝楯を授与します。 

〔２〕準優勝団には賞状と準優勝杯〔持ち回り〕と準優勝楯を授与します。 

〔３〕３位２団には賞状と楯を授与します。 

〔４〕その他上位４団の選手には、河北新報社よりメダル〔２０個〕が授与されます。 

１６ 注意事項 〔１〕本大会期間中のいかなる事故についても一切責任を負いかねますので、参加され

る方の安全には団の責任において十分ご配慮ください。 



 

〔２〕使用の球場等は、全て各支部の責任でお借りしておりますので、各団の責任ある

ご利用をお願いします。又、ゴミも各団の責任でお持ち帰りください。 

〔３〕試合経過、結果等、大会の問い合わせを球場管理事務所へは絶対に行わないでく

ださい。 

１７ そ の 他 〔１〕次の日へ勝ち上がった団は、必ず登録票を受け取り、次の日の試合に持参のうえ

会場運営団に提出して下さい。 

〔２〕ロージンは各団で準備ください。 

１８ 個人情報及び肖像権の取り扱いについて 

（１）個人情報及び肖像権の取扱  

① 宮城県スポーツ少年団は、大会開催にあたり、以下の目的のために個人情報を取得する。  

・大会の申込み手続き及び参加資格審査  

・大会運営上必要なプログラム編成及び作成  

・大会時のアナウンス  

・大会結果掲載にかかわること（表彰、掲示板、ホームページ、大会記録集、報道等）  

・大会運営に必要な連絡  

・大会関係機関・団体又は当協会に認められた企業からの情報提供  

※１ 大会結果（記録）は、参加申込書に記載されている情報（氏名、市町村）とともに主催者及

び主管団体を通じた公開、大会関係機関・団体及び報道機関等による新聞・雑誌及び関連ホー

ムページ等への掲載、次回以降の大会プログラムへの掲載等で公表することがあります。  

   ※２ 参加チーム名および参加者氏名の情報は、グラフィックパネル（参加チーム集合写真パネル）

の作製のため、写真撮影企業へ提供される場合があります。  

② 大会参加者の大会活動期間中の肖像権については、宮城県スポーツ少年団に帰属するもの

し、以下のとおり取り扱う。  

・大会関係機関・団体又はこれらに認められた報道機関等によって撮影された写真、映像が新

聞・雑誌・報告書及び関連ホームページ、インターネット等に掲載されることがある。  

・宮城県スポーツ少年団が認められた写真撮影企業によって撮影された写真が、大会参加チー

ム・関係者を対象に販売されることがある。  

③ 宮城県スポーツ少年団は、本人またはその代理人から、保有する個人情報について、開示、

訂正、追加、削除、利用停止、消去の請求があった場合、法令に則って、所定の手続に従い、

誠意をもって対応する。また、本人から利用目的の通知を求められたときは、本人に対し、法

令に則って、所定の手続に従い、遅滞なく通知する。 

 

 

 

 

 

 

 

公益財団法人日本スポーツ協会 

「No！スポハラ」活動に関する特設サイト 

https://www.japan-sports.or.jp/spohara/ 

私たち宮城県スポーツ少年団は 

#no スポハラ活動に賛同します 



 【宮城県スポーツ少年団公式 LINEアカウント】 

 

 

 

 

 

 

            大会・研修会情報を配信しています 

 

 

【大会責任者】 

宮城県スポーツ少年団野球協議会 会長 米谷 正信 ０９０-４５５１-３７８８ 

宮城県スポーツ少年団野球協議会副会長 門田 善則 ０８０-５５５３-２０８７ 

宮城県スポーツ少年団野球協議会副会長 会田富士雄 ０８０-５５６５-７７７３ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



宮城県スポーツ少年団野球協議会軟式野球交流大会 

運  営  規  程 

 

令和７年４月１日現在 

 

【小学生の部】 

１ 参加資格について 

大会開催年度に宮城県スポーツ少年団に登録した（する）単位団で、かつ本会に登録した

単位団。   

２ 参加登録について  

（１）本会に参加しようとする団は、本会が指定する期日までに所属する支部を通し、本会所

定の登録票を提出しなければならない。 

（２）選手等の変更及び追加登録は、当該チームの第一試合当日までできるものとし、試合開

始予定の１時間前までに、各会場のグランド担当団へ申し出て、登録票の原本へ追記す

るものとする。 

３ 試合時のチーム編成について  

（１）チームは登録した選手９名以上２０名以内と監督１名、コーチ２名以内、スコアラー１

名とする。 

※注１ 本会登録選手以外を試合に参加させていることが試合中に判明した場合は、

没収試合として当該チームの負けとする。但し、試合終了後であれば判明しても

適用しない。尚、前記行為がスポーツマン精神に反するものと理事会で判断した

ときは、指導者を除名できるものとし、以後除名処分を受けた指導者の本会の登

録は認めない。  

（２）ベンチへ入る監督・コーチはスポーツ少年団登録者とし、少なくとも２名以上はスポー

ツ少年団の理念を学んだ者（スタートコーチ（ジュニアユース）、スポーツコーチング

リーダー）でなければならない。（新規登録団を除く）但し、事情によりスポーツ少年

団指導者がベンチに入れない状況が生じたときは、試合開始前、本部（会場責任者）に

その旨を届け承認を得なければならない。 

※注１ 届け出なくベンチに入る監督・コーチにスポーツ少年団指導者がいないこと

が判明したときは試合は負けとし、当該年度の本会指導者登録を抹消する。 

※注２ 事情により、監督がベンチに入れないときは、コーチの中からその試合の監

督代行者を選び、試合開始前、本部（会場責任者）にその旨を届け、承認を

得なければならない。届け出がないときは、当該試合で指導者は抗議するこ

とができない。  

（３）選手は、試合毎２０名以内で入替えできるものとする。  

※注１ 当該チームの出場登録は、メンバー表によって行うものとし、メンバー表に

記載のない選手の参加があった場合は次のとおりとする。   

  ①試合に出場しプレー後に判明した場合は、登録外選手の出場とみなし、本運営規程３の

１（１）の※注１の規程を適用する。但し、指導者の除名処分等は適用しない。 

  ②試合出場の前に判明した場合は、当該選手の退場だけとし、本運営規程３の（１）の※

注１の規程は適用しない。  



（４）登録する選手の背番号は、０番から２７番、３１番から９９番までとし、主将は１０番

とする。指導者の背番号は、監督が３０番、コーチは２９番と２８番とする。 

※注１ 登録選手の背番号の付け間違いは、判明した時点で正しく改めさせる。罰則は適

用しない。      

※注２ 誤記等により同一チームに同じ背番号の選手がいることが判明した場合は、いず

れかの選手の背番号を改めさせる。罰則は適用しない。 

（５）ベンチへ入るもの（２４名以内）はスコアラーを除き、同一ユニフォームを着用する。

（同一ユニフォームとは、上下ユニフォーム、帽子、ソックス、ストッキング、ベル

トが同色、同形、同意匠、アンダーシャツは同色）スパイクは同一でなくともかまわ

ない。スコアラーの服装は、帽子着用とし、著しく品位を欠かない服装とする。また、

ユニフォームは、監督、コーチと紛らわしいので着用を禁止する。  

 ※注１ この規程に違反していることが判明した場合は、違反者を退場させる。 

４ 用具について  

（１）試合球はケンコーボールＪ球とする。（主催者が用意し提供する。） 

（２）木製以外のバットは公認（ＪＳＢＢ）を使用する。但し、学童部では、一般用バット

のうち、打撃部にウレタン、スポンジ等の素材弾性体を取り付けたバットの使用は禁

止する。（２０２５年より適用）また金属バットひび割れ、へこみ等のあるもの、グリ

ップ部分にビニールテープだけを巻いたもの及びマスコットバット、バットリングの

ベンチへの持ち込みを禁止する。 

 ※注１ 試合前必ず、審判にバットの確認を受けなければならない。 

（３）スパイクは、ゴム製を使用する。金属製は禁止する。  

（４）打者、次打者、ランナー、ベースコーチは、公認のヘルメット（同一のもの）を必ず

着用しなければならない。１チーム最低７個用意するものとする。 

※注１ 試合前必ず、審判にヘルメットの公認の有無の確認を受けなければならない。  

（５）捕手は、公認のマスク（スロートガード付き）プロテクター、レガース、捕手用のヘ

ルメット、ファールカップを着用する。（投球練習の相手をする代理の捕手、ノック練

習時の捕手も着用が望ましい。）  

５ 規則（ルール） 

（１）試合は、大会要領、本会運営規程（小学生の部）と 2025 公認野球規則（学童の部）を

併用して行う。 

（２）各試合会場の規則については、本会の会場責任者とグランド担当団責任者が宮城県野

球連盟より派遣の公認審判員と試合前に協議し、当該試合の両監督に周知するものと

する。 

（３）試合時のベンチは、組合せ番号の少ない方を１塁側とする。  

（４）メンバー表の交換は、試合開始予定時間の３０分前に会場本部に３部提出して行う。

 （キャプテンと監督又はコーチの１名は必ず立ち会うこと。）    

※注１ 試合開始予定時刻までメンバー表を提出できない場合は、棄権とみなし、相

手チームの勝ちとする。 

（５）試合のイニング数は２通りとする。 

   １）１回戦から準々決勝前は、５イニング制で、試合時間７０分とし、７０分を超えた

場合は次のイニングに入らないものとする。但し、同点の場合は、継続打順による



タイブレーク（無死１・２塁）で１イニング行うものとする。それでも勝敗がつか

なかった場合は、試合終了時のポジションごと９名による○・×による抽選とし、

○の多いチームを勝ちとする。 （抽選方法は、先攻チーム投手、次に後攻チーム

の投手が引き、以降捕手から交互に８名が引き、全選手終了した時点で審判と監督

が立会のもと開封し行うものとする。）   

２）準々決勝から６イニング制とする。 

 試合時間は９０分とし、９０分を超えた場合は次のイニングに入らないものとす

る。但し、同点の場合は、継続打順によるタイブレーク（無死１・２塁）とし、勝

敗がつくまで行うものとする。 

３）コールドゲームは、５イニング制は３回以降７点差、６イニング制は４回以降７点

差とする。 

４）悪天候などの場合、試合の成立は、５イニング制が３回終了、６イニング制が４回

終了とし、コールドゲームとする。 

（６）アピールは確認事項のみとし、監督と当該選手ができるものとする。 

（７）投手の準備投球数は、初回と交代時は８球以内、その他は４球以内とする。 

（８）選手交代は、投手を含め駆け足で行うものとする。 

（９）次打者は、次打者席内で投球を注視する。  

（10）打者は、バッターボックスに速やかに入り打撃姿勢をとるものとする。  

（11）投手が捕手のサインをみるときは、必ず投球版を踏んでみるものとする。 

（12）一投手の１日の投球数を、健康管理上７０球とする。 

（13）１試合の監督及び野手の試合中のタイムは、攻撃・守備それぞれ２回までとする。

 （タイブレークは１イニング、攻撃・守備それぞれ１回までとする。）  

（14）故意四球を認める。 

（15）指名打者制度を使用することができる。（投手のみ）但し、二刀流（大谷ルール）は

適用しない。  

６ 禁止事項について  

（１）足を高く上げた危険なスライデング 

（２）野手の空タッチ 

（３）野手が走塁に対し故意に塁をふさぐ行為、用具を塁上及び走路に置くこと。（場合に

よっては走塁妨害となる） 

（４）選手走者が塁上に腰を下ろす行為  

（５）投手が変化球を投げること。（変化球は全てボールと判定する。） 

（６）かくし球  

（７）アウト後のボール回し 

（８）指導者のグラウンド内での投球練習の捕球及びキャッチボールを禁止する。 

（９）試合中のサングラス使用を自由とする。但し、帽子の上に乗せることは禁止する。 

７ チーム帯同審判員の派遣について  

  帯同審判員とは、支部が行う審判講習を受講し、かつ本会に届け帯同審判員のワッペンの

支給を受けたものをいう。（（一社）宮城県野球連盟公認審判員がチーム帯同審判員となる

ことは可。） 

 



（１）参加チームは、大会期間中、準々決勝まで、指定された試合に帯同審判員を派遣し

なければならない。第１試合の帯同審判員には、各会場のグラウンド担当団より３

名（１塁・２塁・３塁）、（一社）宮城県野球連盟派遣審判員より１名（球審）が担

当する。 

 第２試合以降の帯同審判員には、当該試合の勝ちチームより２名（１塁と３塁）、負

けチームより１名（２塁）、（一社）宮城県野球連盟派遣審判員が球審を担当する。 

（２）帯同審判員の服装は、審判帽子、白ワイシャツ又は白ポロシャツ（無地、襟付き）、

ズボンは黒、紺又はグレーのスラックス（ベルト着用）とし、靴はスニーカー等の

運動靴とする。 （（一社）宮城県野球連盟公認審判員の帯同審判員は連盟公認審判

員の服装でも可とする。）左胸に本会帯同審判員のワッペンを付けるものとする。 

（３）帯同審判員の服装に違反したり、派遣できなかったチームは、次の試合を負けとする。 

８ 特別規定  

（１）本会に何の連絡もなく、放棄試合並びに試合当日に参加しなかったチームは、次年

度の大会参加を認めない。但し、本会でやむを得ない事情があったものと認めた場

合は適用しない。  

（２）開会式の特例として、登録した全団員が参加できるものとする。また、行進の際、

ユニフォームであれば同一のものでなくとも可とする。（ユニフォーム以外は認め

ない。）  

（３）チーム（指導者、親の会、選手）が如何なる人に対してであっても、名誉を傷つけ

る野次や言動又は個人を攻撃するような行為を行ってはならない。また、その行為

が著しくスポーツマン精神に反するものと本会で判断した場合は、指導者またはチ

ームに対してペナルティーを課すことができるものとする。  

９ その他取決事項について 

（１）ジャンボ大会において、ベスト１６に勝ち進んだチームが、（一社）宮城県野球連盟

の県大会に出場する場合は、どちらかの大会を選択し出場するものとする。（(一社）

宮城県野球連盟との取決事項） 

（２）ジャンボ大会に優勝したチームは、東北Ⅱブロック大会（南東北大会）の出場権利

を与える。 

（３）東北Ⅱブロック大会が宮城県開催の場合は、準優勝チームにも出場権利を与える。

（４）熱中症対策として、猛暑日などは３０分を目安に給水タイムをとる。（試合時間は止 

める）また、保護者２名までベンチ入りを認める。 

（５）応援の鳴り物については、電子機器（スピーカーからの音楽等）の使用を一切認め

ない。その他の鳴り物の使用については、グラウンドの立地条件等により異なるの

で、本会派遣役員とグランド担当責任者の指示に従うこと。 

（６）試合するグラウンド内の試合前練習は、ユニフォームを着用した指導者のみで対応

すること。また、ノック、キャッチボール、素振り等とし、打撃練習は認めない。 

※会場により試合前の練習ができない会場もありますのでご了承下さい。  

（７）ボールボーイ２名は保護者が入ることを認める。但し、選手への指示等は一切認め

ない。 



試合日程・試合開始予定時間

【 】

： 令和７年5月３日(土) ： 令和７年5月　４日(日)

： 令和７年5月５日(祝月) ： 令和７年5月　６日(祝火)

： 令和７年5月25日(日) ： 令和７年5月３１日(土)

： 令和７年6月１日(日) ： 令和７年６月  ７日(土)

： 令和７年6月８日(日) ： 令和７年６月１４日(土)

： 令和７年6月15日(日) ： 令和７年６月２１日(土)

： 令和７年6月22日(日) ： 令和７年６月２９日(日)

【 】

： 令和７年5月３日(土)

  9:00～10:10 11:40～12:50

10:20～11:30 13:00～14:10

： 令和７年5月５日(祝月)

  9:00～10:10 11:40～12:50

10:20～11:30 13:00～14:10

： 令和７年5月25日(日)

  9:00～10:10 11:40～12:50

10:20～11:30 13:00～14:10

： 令和７年6月１日(日)

  9:00～10:10 11:40～12:50

10:20～11:30 13:00～14:10

： 令和７年6月８日(日)

  9:00～10:10 11:40～12:50

10:20～11:30 13:00～14:10

： 令和７年6月15日(日) 6イニングス　90分

： 令和７年6月22日(日) 6イニングス　90分

G H

予備日

予備日準決勝・決勝

A　 B C　 D E F

➀

9:00

➁

11:00

➂

13:00

➀ ➁ ➂ ➃

9:00 10:40 12:20 14:00

第 5 日 目 5イニングス　70分

第1試合

第2試合

準決勝・決勝

第3試合

第4試合

準々決勝

第 4 日 目 5イニングス　70分

第1試合

第2試合

第3試合

第4試合

第 3 日 目 5イニングス　70分

第1試合

第2試合

第3試合

第4試合

第 2 日 目 5イニングス　70分

第1試合

第2試合

第3試合

第4試合

第 1 日 目

試合予定時間

5イニングス　70分

第2試合

第1試合 第3試合

第4試合

大会日程

第 5 日 目

準 々 決 勝

第 3 日 目

第 4 日 目

予備日

予備日

予備日

第 1 日 目

第 2 日 目

予備日

予備日
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